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運動会の応援ありがとうございました。 

運動会前は毎日何度も週間天気予報を確認する日々を過ごしましたが、おかげさまで予

定どおりの日程で運動会を開催することができました。子どもたちが考えたスローガンは

「挑戦と協力をする運動会」。練習の時以上に張り切って競技・演技をする姿が見られ、

子どもたちはスローガンどおりに、自分の限界に挑戦し、仲間と協力することができたも

のと思います。保護者の皆さまにおかれましては、多数ご来校いただきまして、温かな声

援と拍手をいただき有難うございました。また、受付や後片付けなど、運営面でも大変お

世話になりました。朝は薄曇りだった天気も徐々に晴れ間が広がり、気温が上昇しました

のでお疲れになったことと思います。本当に有難うございました。 

なお、運動会の様子は本校ホームページにアップしています。ぜひ、ご覧ください。 

令和８年度子供の読書活動優秀実践校文部科学大臣表彰 

この度、「令和８年度子供の読書活動優秀実

践校」に選出され、文部科学大臣表彰を受賞い

たしました。県内では、長崎市立図書館、壱岐

市立霞翠幼稚園、大村市立大村小学校と本校の

４施設が受賞しています。 

 今回の受賞は、１９９５年に結成された図書

ボランティア「青い鳥」の皆さんの活動が大き

く評価されています。「青い鳥」の皆さんは、

本の整理、掲示物の作成などによる図書館整備

に加え、年間２０回の読み聞かせ活動を行って

くださっています。本校の子どもたちは、朝の読書タイムでも静かに本に親しむ習慣があ

りますが、これも長年続いている図書館整備と読み聞かせが良い影響を与えているものと

思います。また、学校図書館司書〇〇先生のアイディアを基に、図書主任と協働し、読書

ビンゴ、読書福袋など、子どもたちが楽しみながら読書に親しめるイベントを実施してい

ます。本は心の栄養と言われます。実際に経験できないことを、読書によって想像を膨ら

ませ疑似体験したり、新たな知識を得たりすることができます。近年、スマホ等の普及に

より、動画の視聴やネットからの情報が増加していると思いますが、心穏やかに本に親し

み、出典が明確な情報を得ることの大切さについて身に付けさせたいと考えます。 

 

プライベートゾーンについて 〈お願い〉 

水着で隠しているところは性に関わる大切な場所で、保健指導ではプライベートゾーン

と呼び、「他の人は触らない、触らせない、見ない、見せない」場所と指導していま

す。最近、プライベートゾーンに関する言動で悪ふざけをすることが複数あり、指導を

しました。冗談でも、見たり、見せたり、からかいの対象にしてはいけないと学校で指

導していますので、各ご家庭でもよくご指導願います。 

 


